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ごあいさつ 

日南町と鳥取大学は、平成１８年に「鳥取大学・日南

町地域活性化教育センターに関する協定」、また翌１９年

に「職員の研修派遣に関する協定」を締結して以来、環

境や教育等様々な分野で連携事業を行ってまいりました。 

 

令和新時代がスタートした今年度は、町制施行６０周

年という日南町にとっても正に新しい門出の年でありま

した。皆様と一緒に寿ぐとともに、鳥取大学の学生も祝

いのセレモニーに参画させていただきましたこと心より

感謝申し上げます。 

 

 今日に至るまで１０余年の間、日南町と鳥取大学とで協働して取り組んでま

いりました「とっとり暮らし早期体験学習」や「地方創生政策体験学習」の他、

今年度は新たに産官学が連携した「日通共生の森１０周年記念事業」も執り行

うなど、連携事業も一層の広がりをみせてきています。 

 

 本来であれば、これらの成果を例年のように「鳥取大学・日南町連携事業報

告会」として地域の皆様に広くご報告させていただくべきところですが、世界

的に猛威を振う新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、多くの方が集う報

告会の形ではなく、ホームページ上での公開報告に代えさせていただくことと

しました。地域の皆様に直接発表を聞いていただけないのは大変残念ですが、

鳥取大学の教員や学生が日南町をフィールドにどのような活動を行っている

かご覧いただけたら幸いです。 

 

最後になりましたが、連携事業を支えていただきました地域や関係団体の皆

様、そして中村英明町長はじめ何度も鳥取大学まで足を運び熱心に協議を重ね

る等事業実施に御尽力いただきました日南町職員の皆様に心より御礼申し上

げますとともに、日南町と鳥取大学の連携事業が今後益々発展いたしますこと

をご祈念申し上げます。 

       令和２年６月 

 

鳥取大学理事 

（地域連携担当）・ 

副学長 
藪田 千登世 
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ごあいさつ 
鳥取大学と本町との連携事業も 13 年目を迎

えました。 

 今年度も日南町をフィールドに様々な事業を

展開していただいたほか、町制 60周年記念式典

においては、鳥取大学の学生の皆さんにも参加

いただき花を添えていただきました。さらに本

町で長年に亘り環境保全活動を継続して来られ

た、日本通運との共生の森事業が 10周年を迎え

るにあたり、鳥取大学の皆さんにもご協力をいた

だきました。 

 

 例年ですと、年間の活動を「鳥取大学・日南町連携事業報告会」と

して開催し、町民の皆さんに報告をさせていただくところではあり

ますが、新型コロナウイルス感染拡大による政府からのイベント自

粛要請を受け、また町民の皆さんの健康を第一に考え、2 月 29 日に

開催を予定しておりました報告会は、中止とさせていただきました。

また、再度の開催についても困難と判断し、今年度についてはホーム

ページ上に報告内容を公開することで発表にかえさせていただくこ

ととしました。町民の皆様には何卒ご理解をいただければと思いま

す。 

 

 平成から令和へと時代が移り変わり、日本の 30年後を行く日南町

として、「持続可能なまちづくり」に挑戦してまいります。この挑戦

に、鳥取大学の皆さんには、引き続きお力添えをいただければと思っ

ております。 

 

最後に、本日に至るまで本町と鳥取大学との連携事業に関わり、ご

支援、ご協力いただきましたすべての皆さんに改めてお礼申し上げ

ます。 

令和２年６月 

日南町長 

中村 英明 
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座長あいさつ 

コロナ後の日南町 

 

 いま、コロナウイルスが世界を席巻しています。たっ

た半年前には想像すらしていなかった災厄に、私たち

が、そして社会全体が否応なしに巻き込まれてしまい

ました。 

過去のパンデミック（pandemic、 感染症の世界的な

大流行）は、歴史をも大きく変えました。14世紀半ば

に欧州で大流行した黒死病（ペスト）は、3人に 1人

が亡くなる高死亡率で人口が激減し、キリスト教が

絶対的権威を持っていた中世を終わらせ、ルネサン

スが始まるきっかけになったと言われます。また、

1918 年のスペインカゼは、アメリカの欧州派遣軍からまたたくまに世界

全体に拡がり、各国とも戦争の続行が困難になりました。第一次世界大

戦は、いわば伝染病による強制終了のような形で終わったのでした。 

今回のコロナ禍も社会のあり方を、根本から変えてしまう可能性があ

ります。しかし、それがどのような形になるのか、いまは誰にもわかっ

ていません。ただ、感染が収まっても、コロナ前とは同じ社会には戻ら

ないことが予想されます。グローバル化は、冷戦終了後の世界の方向性

でした。これは、ヒト・モノ・カネが自由に活発に動き回ることを前提と

していました。パンデミックでこうした前提が崩れると、海外からの大

量の観光客来訪はなくなり、国際分業も難しくなります。自由に行き来

できるのは、インターネットを介した情報だけという状態になるかも知

れません。 

 

価値観の 180 度転換も、いとも簡単に起きてしまいます。過疎は、従

来良くないとされてきましたが、過密による感染拡大が指摘された今、

かえって良いことと考えられます。情報通信技術を使った在宅・遠隔地

勤務が一般化すると、日南町のような自然に恵まれた過疎地に住んで仕

事をしたいと思う人が増える可能性もあります。現在は、感染拡大防止

のために人の往来が制限されていますが、感染がおさまった後には、居

住地の分散化指向が起きるかも知れません。 

町と大学の連携事業も、コロナ後の社会を考えながら進めていきたい

と思います。 

令和２年６月 

鳥取大学・日南町連携事業 

ワーキンググループ会議 

座長 

日置佳之 
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令和元年度鳥取大学-日南町連携事業報告概要 
 

 

 

 
１.Ⅰ.鳥取県における公共建築物への木材利用に関する研究 

Ⅱ.鳥取県における公立小学校の用途転換と活用に関する研究 

 

Ⅰ.近年、地球環境配慮の観点から、日本では建築物への木材利用を促進するための法律を整備してい 

る。 国に先立って県産材利用を推進してきた鳥取県や日南町における公共建築物への木材利用の現 

状を明らかにすることで、今後の木材利用の促進に繋げる目的とする研究を行った。県及び各市町 

村から収集したデータを分析した結果、木材使用量や工期の長さでは劣るが、建築費の面での優位 

性があることが明らかになった。 

Ⅱ.近年、少子化や過疎化による児童数の減少、市町村合併による廃校や廃校舎の扱いが問題とされて 

いる。そこで、日南町をはじめ鳥取県各市町村の公立小学校廃校を対象に室ごとの活用の傾向や特 

徴を明らかにする。各市町村から情報提供された公立小学校の廃校前後の図面を基に活用状況を分 

析した結果、各地域における活用に特徴があることが分かった。 

 

（報告者）鳥取大学工学部社会システム土木系学科（浅井秀子准教授教室） 

    相木優    大槻圭太朗 
 

 

２．「学びのルネサンス」～子どもたちとの交流を通して学生たちが学んだこと～  
 

地域学部 2年生が「日南町の子どもたちとの交流を通して中山間・過疎地域の教育を考える」をテー 

マに集った学生たち 6名の 1年間の活動報告をいたします。8月 8日に教育委員会主催のサマースクール 

にボランテイアとして参加したことをきっかけに、11月より毎月、日南小学校へ学習支援に通わせてい 

ただきました。当初、学生たちは返ってきた、問題が出されるとすぐに答えを丸写しするような子ども 

の様子を見て、ただ唖然としていましたが、「自分にもそんな気持ちになった時代があった」とか「さ 

ぼりたい気持ちもわかるけど・・・」とか、将来教壇に立つ自分の姿と過去の子ども時代への回想を織 

り交ぜ、大学に戻ってきてはゼミ室で徹底的な討論を重ねてきました。 

そこで、発見したのは疎外された学びから離れ、再びジブンの意味のある活動へと誘う「対話」とい 

う教育技術と子どもたちの「主体性」への尊重でした。 

 

（報告者）地域学部人間形成コース 2年           千賀咲樹    田中悠稀 

地域学部附属子どもの発達・学習研究センター教授   小林勝年 
 

   

３．鳥大生による日南町の事業レビュー～地方創生政策体験学習の取り組み～ 
      

日南町において 2017 年から実施している「地方創生政策体験学習」の取り組みについて紹介します。

この授業では、県内自治体の地方創生事業について、鳥大生が必要性・有効性・効率性・公平性の観点

から事業レビューを行います。受講生は夏休みの数日間、各自治体に滞在し、自治体職員や事業者、住

民に対し事業に関するヒアリングを行います。今回は、2018 年「旧木下邸利用推進事業」と 2019 年「多

里地域のまちづくり」の事例を取り上げ、学生目線の事業レビューの結果や体験学習の感想をご紹介し

ます。 

 

（報告者）工学部助教   長曽我部まどか 
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令和元度鳥取大学・日南町連携事業実績報告 

 

鳥取大学－日南町連携事業ワーキンググループ会議・連携事業報告会           

 

第1回 令和元年 7月16日（鳥取大学鳥取キャンパス） 

第2回 令和元年11月14日（鳥取大学米子キャンパス、鳥取大学鳥取キャンパス） 

 

【教育・文化】                                                       

１．にちなんふる里まつりに連携する出前科学実験教室の開催（継続）： 

地域実践教育活動（エクステンション＆アウトリーチ事業） 

（技術部化学バイオ・生命部門技術長 八島正司／教育委員会との連携） 

【実績報告】 

毎年 10 月に開催される「にちなんふる里まつり」において、鳥取大学医学部及び研究推進機構研究基

盤センター、農学部（学生含む）、技術部の教職員がこれと連携して科学実験教室を開催している。日南

町の多くの子供達が科学実験やものづくりを楽しむ中で、科学への興味関心を引き起こす機会になるこ

とを目指している。 

本年も 10 月 26 日、27 日に開催した「にちなんふる里まつり」にて、27 日に去年の日南町総合文化

センターから以前から行われていた日南町役場庁舎に会場を変更して、鳥取大学教職員および日南町職

員の協力を得て、去年より 1 つ少ない 8 ブースの開設であったが、受付来場者数は例年並みの 75 名の

参加があった。場所の変更により前日から準備を行わなくて良くなりスムーズに開催することが出来た。

1 つのブースに集中しすぎたことが問題点ではあるが、子供だけでなく、親子・家族での参加、大人の

参加もあり、身近な物を通して科学への興味・関心を持ってもらう一助となるための更なる発展を期待

している。 
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２．国際理解講座「外国の文化に触れよう」（継続）： 

地域実践教育活動（エクステンション＆アウトリーチ事業） 

（国際交流センター准教授 御舘久里恵／日南町図書館 浅野主任司書） 

【実績報告】 

令和元年 8月 7日、今年度はインドネシアからの留学生二人を招いて国際理解講座を開催し、小学生中

心に 14 名の参加があった。今回も、両国で出版された絵本の翻訳本は少なく、残念ながら絵本を通し

ての国際理解はできなかった。その代わり、時間内にインドネシアの言葉でなるべくたくさんの人と自

己紹介をするゲーム、国に関するクイズや留学生に現地の遊びを教えてもらうなど体験的プログラムを

多く取り入れた。普段は他国の人と関わることが少ない日南町の子どもたちと留学生の交流を深めるこ

とができた。 

 

３．とっとり暮らし早期体験学習（継続）：地域実践型教育活動（地域連携授業） 

（地域価値創造研究教育機構教授 清水克彦／企画課 牧主事） 

【実績報告】 

鳥取大学と連携協定を締結している日南町、大山町、琴浦町、南部町、智頭町、八頭町の６町をフィ

ールドとして、実際に現地に赴き視察を実施し、大学入学後早い時期に地域の実情に接することにより、

各町の特色ある自然や産業についての教養を身につけるとともに、地域を学ぶ動機付けを行うことを目

標とした講義である。 

日南町では R元年 5月 9日（木）に牧主事に町の概要について大学で講義いただき、R元年 5月 19 日

（日）には、実際に学生が町を訪れ、にちなん中国山地林業アカデミーにおいて、林業の現状やアカデ

ミーの取り組みを学ぶとともに、ヒノキ林に入り実際に間伐を行い、林業の面白さや難しさの一端を体

験させていただいた。学生の感想文をまとめ、牧主事に提出し、関係者の皆様に配布を依頼した。また、

内容や学生の感想を COC 推進室 HPで紹介する予定である。 

R 元年 7月 18 日（木）の最終講義では学生が得た気づきなどについての報告会を鳥取大学にて実施

した。 
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４．「町制 60 周年記念イベント」において鳥取大学ジャズ＆フュージョン研究会が演奏：その他事業 

（地域価値創造研究教育機構 清水克彦／総務課との連携） 

【実績報告】 

10 月 6 日に開催された「町制 60 周年記念イベント」において、鳥取大学ジャズ＆フュージョン研究

会のメンバー７名が演奏を行った。その後演奏を行った北村英治とアロージャズオーケストラのメンバ

ーとも共演し、会場は大いに盛り上がりを見せた。町制 60 周年をお祝いするのにふさわしい賑やかな

ステージとなった。 

 

５．まちおこしイベント「にちなん日和 2019」において 

鳥取大学吹奏楽団ウインドアンサンブルが演奏： 

地域実践型教育活動（エクステンション＆アウトリーチ事業） 

（地域価値創造研究教育機構 清水克彦／農林課（にちなん日和実行委員会）との連携） 

【実績報告】 

10 月 20 日に開催されたまちおこしイベント「にちなん日和 2019」において、鳥取大学吹奏楽団ウイ

ンドアンサンブルのメンバー12 名が開会のファンファーレを演奏し、その後数回ステージ演奏を行っ

た。会場は大いに盛り上がりを見せた。イベントの雰囲気を大いに盛り上げる賑やかなステージとなっ

た。 
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６．地方創生政策体験学習（継続）：地域実践型教育活動（地域連携授業） 

（工学部助教 長曽我部まどか／企画課牧主事） 

【実績報告】 

 ９月３日（火）～９月６日（金）の４日間、日南町地内で体験学習を行った。今年度は多里地域の

まちづくり事業を対象とし、地域防災や自家用有償旅客運送といった多里地域の取り組みについて、

まちづくり協議会の方や住民の方へヒヤリングを行い、多里地域の特徴やまちづくり事業の成果につ

いて整理した。体験学習の最終日にはヒヤリングを行った地域の方や役場職員に対し学習した内容を

発表した。また９月２７日（金）に最終発表を行い、日南町への観光に対する提案も行った。この講

義の受講生は公務員志望者が多く、体験学習は公務員の現場を体験したり、住民と交流したりする良

い機会になっているため、来年度も継続して実施したいと考えている。 

 

７．鳥取大学・日南町連携講座として「にちなん町民大学」を開催（継続）：その他連携事業 

（鳥取大学教員／教育委員会） 

【中間報告】 

日南町生涯学習講座としてさまざまな分野の講師を招き、毎月１回「にちなん町民大学」を開催して

いる。日南町に関するさまざまな調査・研究をされている鳥取大学より講師を招き、講演していただく

ことにより、町民が日南町の魅力や特徴・特性を知る機会としたい。 

令和２年２月２日の鳥取県文化財保護審議会において、「日南町神戸集落のサクラソウ群落」を鳥取

県文化財に指定するよう鳥取県知事へ答申がなされました。 

そこで今年度は、樹木や草本の個体群生態を中心に調査・研究をされている鳥取大学農学部生命環境

農学科の永松大教授の講師依頼をしている。福栄地域に自生する希少な植物である「サクラソウ」の生

態のほか、日南町内の天然記念物が持つ意味等についても講演いただき、文化財に対する町民の興味関

心を高め、文化財保護意識の向上を目指す。 

令和２年３月２４日(火)午後６時より日南町総合文化センター多目的ホールにて開催予定である。 

 

８．日南小学校「サマースクール」（継続）：その他連携事業 

（鳥取大学地域学部小林教授、武田准教授／教育委員会） 

【実績報告】 

今年度のサマースクールは、小学生（１～６年生）を対象に４日間実施し、延べ１５２名の児童が

参加した。小林教授のゼミの学生をはじめとする１０名の鳥取大学学生ボランティア、地域ボランテ

ィアにご協力いただき、子どもたちの学習を支援していただいた。子どもたちに寄り添いながら、わ

からない問題を教えていただいたり、励ましていただいたりしたことで、子どもたちは学習にしっか

りと取り組むことができた。また、活動の中にソーシャルスキルの育成を意図したレクリエーション

を取り入れ、学生にも担当していただいた。 

学生にとっては、直接子どもたちと関わることや大学等で学んだことを生かして指導にあたること

が、自らの課題意識にもつながっていた。また、子どもたちとの関わりが、日南町や子どもたちへの

愛着につながっていた。 
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９．日南小学校「児童の内面と学級風土の分析」（新規）：その他連携事業 

（鳥取大学地域学部小林教授／教育委員会） 

【実績報告】 

日南小学校の全児童を対象にアンケート調査を実施し、一人一人の内面、また学級全体の傾向を分析

することにより、学習や学校生活における児童の実態を把握し、改善につなげる取り組みである。アン

ケート調査は、鳥取大学地域学部附属子どもの発達・学習研究センターが作成した「学校でのくらしア

ンケート」を利用し、各学期１回（年３回）の調査を実施している（３学期は３月予定）。アンケート調

査の結果は、鳥取大学地域学部小林教授に分析・報告していただいた。１１月８日から３月９日まで９

回にわたり、小林教授のゼミの学生が交代で１～２名ずつ日南小学校を訪問し、主に４年生のクラスで

子どもたちの活動の支援等に取り組んでいる。参加した学生からは、子どもたちの姿や学校の指導等に

関する気づきが丁寧にフィードバックされ、教職員にとっても指導のヒントになっている。また、教職

を志す学生にとっては、大学での学びを深めたり、生かしたりする場としても意義あるものになってい

る。 
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【産 業・環 境】                                                          

１０．林野庁新規モデル事業への協力：その他連携事業 

１．各事業と構成員 

【今年度計画】 

１．不在村地主等山林集約化事業 

(1)引き続き寄附採納を進め、共有名義の土地及び相続未登記の土地について対応方法を検討し、山

林採納に係る一連の流れ（現地調査、登記状況の確認、所有者とのやり取りなど）をマニュアル化

するための調査を実施した。 

 (2)日南町、片野准教授、司法書士、日南町森林組合が連携して寄付採納事務を進めた。 

  寄附採納面積（予定）：3,394m2 その他 5名の土地を審査予定 

 (3)共有名義の土地問題への対策として、私人間の持ち分寄付の検討を進めた。モデルとして 1 名抽

出して試験的に実施中。 

 

２．ＩＣＴ技術を活用した中央中国山地地域モデル循環型林業の確立事業 

 日南町森林組合が ICT 技術を応用したコンテナ苗木生産事業化調査を実施した。 

３．ＦＳＣ材･ＦＳＣ製品流通拡大事業 

(1)日南大建㈱（大建工業㈱、日南町森林組合、㈱オロチ、越井木材工業㈱が出資）の LVL 高付加価値

化（防腐化・防蟻化）工場の建設着手 

(2)大建工業㈱による LVL 高付加価値化（不燃化）技術の実証実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．林業アカデミー整備事業 

(1)学校概要 

・種 類：各種学校 

・施 設：校舎、演習林事務所、倉庫、実習棟（令和 2年度で建設予定） 

・演 習 林：668ha（日本最大）、FSC 認証林、校舎から車で 5分 

・在籍者数：7名（来年度予定入学者数 7名） 

(2)今後の課題 

・１年間の結果を受けたカリキュラムの改良 

協定調印式(2019.5.27) 
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・生徒の住宅確保 

 

５．２００年の森等木育整備事業 

日本一濃密な森林教育を実施するために、体系的な森林教育プログラムを策定する。 

(1)日南小学校と連携して森林教育を実施（総合的な学習の時間を森林教育を軸にして拡充させる） 

(2)中学校での森林教育の実施に向けた協議を予定している。 

(3)学校教育から離れた場所で子供たちが木に触れることができる遊び場の設置の検討 

(4)新生児に木製遊具のプレゼント 

  

小学 5年生森林学習(2019.9.12) 

小学 5年生森林学習(2019.9.13) 

小学 4年生森林学習(2019.7.18) 

森林教育に係る講演会(2020.2.15) 

木質遊び場（仮設）の設置(2019.4.24) 

小学 5年生森林学習(2019.9.13) 森林教育に係る講演会(2020.2.15) 

木質遊び場（仮設）の設置(2019.4.24) 
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参考 

１．中国山地森林未来創造協議会の構成 

プロジェクト名 構 成 員 

①不在村地主等山林集約化事

業に関すること 

日南町、日南町森林組合、国立大学法人鳥取大学 

②ＩＣＴ技術を活用した中央

中国山地地域モデル循環型林

業確立事業に関すること 

日南町、日南町森林組合、日南町木材事業協同組合 

【オブザーバー】 

鳥取県 

③ＦＳＣ材･ＦＳＣ製品流通

拡大事業に関すること 

日南町、㈱オロチ、㈱大建工業、㈱物林、日南町森林組合、鳥取日

野森林組合、一般財団法人広島県森林整備・農業振興財団 

【オブザーバー】 

アサヒの森環境保全事務所 

④森林カスケード新マテリア

ル開発事業に関すること 

日南町、㈱オロチ、大建工業㈱、日南町森林組合、国土防災技術㈱、 

【オブザーバー】 

鳥取県 

⑤木造公共施設等整備事業に

関すること 

日南町、㈱オロチ、日南町森林組合、日南町木材事業協同組合 

⑥林業アカデミー整備事業に

関すること 

日南町、国立大学法人鳥取大学、持続可能な地域社会総合研究所、

大建工業㈱、㈱レンタルのニッケン、日南町森林組合、日南町木材

事業協同組合 

【オブザーバー】 

鳥取県、鳥取森林管理署、森林技術・支援センター、国立大学法人

島根大学 

⑦200 年の森等木育整備事業

に関すること 

日南町、国立大学法人鳥取大学、㈱オロチ、日南町森林組合 

 

２．林業アカデミーサポートチーム 

日南町森林組合（代表） 

林野庁近畿中国森林管理局鳥取森林管理署 

林野庁近畿中国森林管理局森林整備部森林技術・支援センター 

鳥取県，公益財団法人鳥取県林業担い手育成財団 

国立大学法人鳥取大学農学部フィールドサイエンスセンター，国立大学法人島根大学 

株式会社レンタルのニッケン，大建工業株式会社，国土防災技術株式会社 

株式会社オロチ，日南町木材生産事業協同組合，株式会社グリーンシャイン 

岡山県施業研究会 

岡山県（令和 2年 1月 28 日参画） 
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１１．日通共生の森１０周年記念事業（新規）：その他連携事業 

（農学部／農林課・企画課） 

 【中間報告】 

１．主な動き 

日にち 農学部人数 活動内容 

7 月 1 日 1 活動前作業内容打合せ 

7 月 8 日 3 活動前事前調査 

7 月 13 日 3 2019 日通共生の森夏活動（調査） 

8 月 22 日 6 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、UAV 

9 月 17 日 4 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、ファウナ調査 

10 月 25 日 3 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、鳥類調査 

11 月 9 日 2 2019 日通共生の森秋活動（調査）、調査中間報告 

合計 22   

平成２１年度より日本通運㈱が日南町で実施している共生の森活動が令和元年度で１０周年を迎え

た。それに伴い、この１０年間の成果を受けて、活動地内の生態系を調査することによりどのような生

態系が守られているかを、広く周知するため「日通共生の森ＷＥＢ生態系図鑑」を作製する。調査活動

は日南町、鳥取大学が担当し、結果をもとに日本通運が自社のＨＰにＷＥＢ図鑑を作製する。鳥取大学

共同研究契約を締結し事業実施。令和２年１２月３１日事業終了予定。 

今年度は 7月から現地の植生、生態系調査を独自に実施。（1.参照）7月 13 日、11月 9日には日本通

運㈱の社員、家族と一緒に活動地で生態系調査を行った。また、11 月 9 日の活動開会式の中で調査の中

間報告及び完成イメージについて日本通運㈱、日南町にむけ日置教授、髙木院生から説明をおこなった。 

今後は春の植生、生態系を調査し、令和 2年中に各種データを完成させ、日本通運へ引き渡しを行う。 
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資料３ 

10 

 

１２．日南町福万来におけるゲンジボタル生息水域の評価（新規）：その他連携事業 

（鳥取大学（日置研究室）とにちなんエコツーリズム推進協議会との共同研究） 

本町の希少生物の保護と観光利用の指針となるエコツーリズム全体構想の作成・認定に向け、昨年度

末、にちなんエコツーリズム推進協議会の立ち上げた。 

本事業は、その重要拠点である福万来のホタル生息域において、ゲンジボタルの生息水域を調査し、

その生息域の保全・管理計画を作成し、適切なエコツーリズムの運営に寄与することを目的とする。 

事業全体は下図①～③からなり、今年度は日置研究室との共同研究として、UAV による空中写真の撮

影、画像解析ソフトにより 3Dモデルを作成し、河川内の微地形図を作成した。 

今後は、作成した地形図を基にゲンジボタルの調査計画を作成し、下図②及び③の調査を行っていく

予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療・福祉】                                                      

１３．ハッソーケアの有用性について（新規）：その他事業 

（医学部教授 山本美輪、教授 中條雅美／日南町地域包括支援センター、企画課） 

 今年度、高齢者の生きがい、健康寿命の延伸に資する取り組み、高齢化社会を見据えた災害備蓄とし

ての紙おむつの備蓄品として、東京都の衛生・繊維メーカーのハッソー株式会社と『「高齢者の生きが

い、健康寿命延伸のための取り組み」等に関する覚書』を締結し、同社の商品である「ハッソーケア（紙

おむつに見えない紙おむつ）」を５００セット無償提供いただいた。同製品が「紙おむつを履くことの抵

抗感」の軽減につながるのか山本教授の協力のもと、日南町内で実施している百歳体操においてストレ

スチェックとアンケート調査と分析を行い、高齢化の進む日南町の健康寿命延伸の取り組みの進展を目

指す。今年度は、アンケートの作成を行い、令和 2年度から調査と分析を行う。 
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【令和元年度までの主な経緯】                                          

 
【平成 16 年度】 

（１）Ｈ17. 2. 8   矢田日南町長、内田課長 鳥大訪問 
（２）    3.23-24  岩崎理事外日南町訪問（情報交換会、にちなん環境林視察） 
 

【平成 17 年度】 
（３）Ｈ17. 4.21   本名農学部長、日置教授外日南町訪問、視察（県庁林政課同行） 
（４）Ｈ18. 2.21   矢田日南町長、内田課長来学  学長、岩崎理事、林監事外訪問 
（５）    2.28-3.1 岩崎理事、林監事外 日南町訪問（意見交換会、町内小学校等視察、協定の調印式） 
 

【平成 18 年度】 
（６）Ｈ18. 4.20   第 1 回ワーキンググループ会議 ～Ｈ19.3.24 第 4 回ＷＧ会議 
（７）   7. 7   地域活性化教育研究センター開所式及び記念講演会（能勢学長講演） 
（８）Ｈ19. 3.25   鳥取大学・日南町連携事業成果報告会（日南町役場交流ホールにて） 
 

【平成 19 年度】 
（９）Ｈ19. 4. 1   鳥取大学社会貢献推進課における日南町職員の派遣研修（手嶋主事） 
（10）    4.16   30 年後プロジェクト有識者会議 
（11）      4.20     第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ20.3.2 第 3 回ＷＧ会議 
（12）Ｈ20. 3. 2   連携事業成果報告会（日南町生涯学習まちづくりフォーラム共催） 
 

【平成 20 年度】 
（13）Ｈ20. 4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（高橋主任） 
（14）    4.19   30 年後プロジェクト有識者会議 
（15）    5. 8   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ21.2.15 第 3 回ＷＧ会議 
（16）Ｈ21. 2.15   連携事業成果報告会（日南町生涯学習まちづくりフォーラム共催） 
 

【平成 21 年度】 
（17）Ｈ21. 4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（荒金主事） 
（18）    6. 9   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ22.3.12 第 3 回ＷＧ会議 
（19）    9. 9-11  明治大学「M-Navi プログラム」による日南町訪問 
（20）    9.16  「日野郡フィールド実践による地域づくりセミナー」過疎プロジェクト報告会開催 
（21）Ｈ22. 1.22  「大学連携によるまちづくり」能勢学長講演会／連携事業報告会 
（22）      2.18-19 明治大学菊地ゼミによる日南町訪問・意見交換 
 

【平成 22 年度】 
（23）Ｈ22. 4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（荒金主事（2年目）） 
（24）    4.19   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ23.3.12 第 3 回ＷＧ会議 
（25）      9. 9     日南町議会による鳥大視察、研修会 
（26）     11.24     日南町議会・教育委員会合同研修会 
（27）Ｈ23. 2. 1     明大・鳥大合同セミナー「日南町地域活性化への提言」 
（28）      3.12     「地球温暖化と日南町の挑戦」中村名誉教授講演、連携事業報告会 
 

【平成 23 年度】 
（29）Ｈ23. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（石倉主事） 
（30）      5. 6     鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～12.2 計 10 回開催 
（31）    6.15   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ24.3.3 第 3 回ＷＧ会議 
（32）     10.24     日南町議会による鳥大視察、研修会 
（33）     11.20-22  明治大学菊地准教授ゼミ生による日南町訪問・意見交換 
（34）Ｈ24. 3. 3   連携事業成果報告会（同日、日南町環境フォーラム開催） 

 
【平成 24 年度】 

（35）Ｈ24. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（石倉主事（2年目）） 
（36）      4.28     鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～12.8 計 10 回開催 
（37）    6. 8   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ25.3.2 第 3 回ＷＧ会議 
（38）    8.20   インターンシップ受入（～8.31 のうち 10 日間） 
（39）     10.24     日南町議会による鳥大視察、研修会 
（40）     11.16   にちなん「農家楽」セミナー開催 
（41）Ｈ25. 1.25   日南町自治協議会・自治会長会合同研修（乾燥地研究センター見学） 
（42）    3. 2   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 
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【平成 25 年度】 
（43）Ｈ25. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（川上主事） 
（44）      5.17     鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～翌 26.3 計 11 回開催 
（45）    6.11   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ26.3.9 第 3 回ＷＧ会議 
（46）    9. 9    インターンシップ受入（～9.13 工学研究科 学院生 3名） 
           ～Ｈ25.11.11 報告会を開催（日南町役場にて） 
（47）     10. 2     日南町森林活用プロジェクト会議の立ち上げ 

第 1回日南町森林活用プロジェクト会議 ～Ｈ25.12.5 第 2 回会議 
（48）     11.12   四町連携（日南、南部、大山、琴浦）合同企画 
           鳥取大学連携シンポジウムを開催（琴浦町にて） 
（49）    3. 9   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 

【平成 26 年度】 
（50）Ｈ26. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（川上主事（2年目）） 
（51）      5.16     鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～翌 27.3 計 12 回開催 
（52）    6. 1     鳥取大学知（地）の拠点整備事業シンポジウムを開催（増原町長出席） 
（53）    6.10   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ27.2.28 第 3 回ＷＧ会議 
（54）      7.31     第 1 回日南町森林活用プロジェクト会議 ～Ｈ26.11.5 第 2 回会議 
（55）    9. 9   ハーブの利用に関する研究会が解散 
（56）    9.29   オーダーメイド型インターンシップ開催（～10.3 工学研究科 6 名） 
           ～Ｈ26.12.1 報告会を開催（日南町役場にて） 
（57）   10.12   鳥取大学風紋祭に炊き込みご飯を出展（四町連携事業） 
（58）    2. 9     4 タウンストーリーズ（地域の課題解決に取り組んだ学生たち） 

研究展示会を開催（～2.26 鳥取大学広報センター） 
（59）      2.24    日南小学校にて高齢者疑似体験学習を開催（医学部山本教授） 
（60）    2.28   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 
【平成 27 年度】 

（61）Ｈ27. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（古川主事） 
（62）      4.17     鳥取大学連携講座 平成 27 年度「にちなん町民大学」開校～翌 28.3 計 13 回開催 
（63）    5. 9    「地（知）的好奇心育成のための早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 
（64）    6. 2   第 1 回ＷＧ会議 ～Ｈ28.2.28 第 3 回ＷＧ会議 
（65）      7. 1     地域学部「地域学入門」にて、古川派遣職員が鳥大と日南町の連携について説明 
（66）    7.15   とりりん・オッサンショウオ木製パネルの鳥大への贈呈式（鳥取大学広報センター） 
（67）    7.15   「公共政策論 I」にて、増原町長が『「創造的過疎」のまちづくり』と題して講演 
（68）    7.30    放置財研究会が発足 
（69）    8.20    子ども支援連絡会議を開催（計３回開催） 
（70）      9. 5     日南町まちづくり大会～まち（むら）づくり協議会 10 周年＆鳥取大学×日南町連携協定 10 周年記念事業

～（日南町総合文化センターさつきホールにて） 
（71）   10.10   鳥取大学風紋祭に炊き込みご飯を出展（5町連携事業） 
（72）   10.25   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2015（9 年目） 
（73）   12.11   大宮で現地報告会を開催 

（地域貢献支援事業「コミュニティ力向上に向けたワークショップスキームの開発」） 
（74）    2.27   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 
（75）    2.29   WG 会議が平成 27 年度鳥取大学長表彰「社会貢献賞」を受賞 
 

【平成 28 年度】 
 

（76）H28. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（佐伯主事） 

（77）    5.14    「地（知）的好奇心育成のための早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 

（78）     7. 6   第１回ＷＧ会議 ～Ｈ29.3.5 第３回ＷＧ会議 

（79）   7.20   鳥取大学公開講座 平成 28 年度「にちなん町民大学」開校～翌 29.3 計 3 回開催 

（80）     6.29     地域学部「地域学入門」にて、佐伯派遣職員が鳥大と日南町の連携について説明 

（81）   8. 1   阿毘縁解脱時にて、前鳥取大学長の能勢隆之先生が「健康幸福寿命」について講演 

（82）     9.12   第３回放置財研究会を開催（鳥取県庁にて） 

（83）   10.23   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2016（10 年目） 

（84）   11. 5   秋の図書館祭りに併せ「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（85）   11.10   地域学部「地域就業論」にて、日南町古川主事が「公務員として地域で働くこと」について講演 

（86）   12.12   阿毘縁お墓山にて、農学部学生が樹木銘板を設置 

（87）   12.18   大宮で現地報告会を開催（大宮まちづくり協議会／地域学部福田教授、筒井准教授との連携） 

（88）H29. 3. 5   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 
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【平成 29 年度】 

 

（89）H29. 4. 1  鳥取大学社会貢献推進課における日南町職員の派遣研修（佐伯主事（2年目）） 

（90）   5.13  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 

（91）   5.15  インターシップ受入（～5.19 農学部学生 １名） 

（92）   7.13  第１回ＷＧ会議～Ｈ29.3.3 第３回ＷＧ会議 

（93）   8. 5  日野川水系における水質調査報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

（94）   8. 9  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（95）   8.28  インターンシップ受入（～10.30 農学部学生 ３名） 

（96）   9.15  地方創生政策体験学習を実施（9.15～17 までの３日間、日南町地内にて） 

（97）   10.22  にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2017（11 年目） 

（98）   12. 9   地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井准教授との連携） 

（99）H30. 1.28 「ITS セミナーin 鳥取」にて、企画課出口室長、西田主幹が町の取組みを報告 

（東京大学次世代モビリティセンター主催／鳥取大学共催） 

（100）    3. 3  連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

（101）    3.23  大宮で現地報告会を開催（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井准教授との連携） 

 

【平成 30 年度】 

 

（102）H30. 4. 1  鳥取大学地域価値創造研究教育機構企画管理室における日南町職員の派遣研修（牧主事） 

（103）     5. 8  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（にちなんめしふぇす） 

（104）    7. 5  第１回ＷＧ会議～Ｈ30.3.2 第２回ＷＧ会議 

（105）     8.10  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（106）    8.25   地方創生政策体験学習を実施（8.25～28 までの４日間、日南町地内にて） 

（107）    10.28   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2018（12 年目） 

（108）   12.15  地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井教授との連携） 

（109）    1.10  日南町民大学で「日南町の多様な地質から読み解く地球の歴史」と題して講演 

                             （農学部生命環境農学科菅森講師） 

（110）    3. 2   連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

 

【令和元（平成 31）年度】 

 

（111）H31. 4. 1  鳥取大学地域価値創造研究教育機構企画管理室における日南町職員の派遣研修（牧主事（2年目）） 

（112）R 1. 5. 8  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（にちなん中国山地林業アカデミー） 

（113）    7. 1  日通共生の森 10 周年記念事業生態系調査（7/8,13、8/22、9/17、10/25） 

（114）    7.16  第１回ＷＧ会議～R2.2.29 第３回ＷＧ会議 

（115）     8. 7  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（116）    9. 3   地方創生政策体験学習を実施（9.3～6 までの４日間、日南町地内にて） 

（117）    10. 6  町制 60 周年記念式典のアトラクションコーナーにて、鳥取大学ジャズ＆フュージョン研究会が演奏 

（118）  10.20   にちなん日和 2019 にて、鳥取大学吹奏楽団ウインドアンサンブルが演奏 

（119）  10.27   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2019（13 年目） 

（120）R 2. 1.10  地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井教授との連携） 

（121）    2.29  連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて）→新型コロナウイルスの影響で中止 

（122）    3.24  日南町民大学で「鳥取県指定天然記念物に指定される「日南町神福のサクラソウ群落」」と題して講演 

                                          （農学部生命環境農学科永松教授） 

                                    →新型コロナウイルスの影響で延期 
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